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3 種 の トン ボ 幼 虫 が 麗 幼虫 を 捕食 する 時 刻 に つい て 
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Abstract: The hourly feeding activities of the dragonfly larvae of three species, Sympe- 
trum striolatum imitoides, Pantala flavescens and Anax guttatus, were observed in the labora- 
tory under natural lighting. The dragonfly larvae were put individually in a laboratory 
dish of 10 cm diameter containing 200 ml water with 20 or 40 fourth instar mosquito 
larvae. At 3 hour interval each dragonfly larva was replaced to a new dish with the 
same number of mosquito larvae. From the change in the number of mosquito larvae fed 


by the dragonfly larva recorded every 3 hours, it was shown that the larvae of S. striola- 


tum imitoides and P. flavescens fed mainly at night. On the other hand, in the case of A. 
guttatus no tendency was observed to feed actively at the certain time within a day, 
however this dragonfly larva may feed also chiefly at night in the field, since the 
wandering behavior, which is said to be associated with the feeding, seemed to be limi- 
ted mostly to the night. 
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は CFC め に 


水田 に 発生 する コガ タ ア カイ ニ エ カ 幼虫 の 捕食 性 天敵 
に つい て は , 渡辺 ら (1968) は 種々 の 水生 昆虫 に コガ 
タ ア カイ エ カ 幼 虫 を 与え て , 実験 条件 下 で 捕食 能力 を 
検討 し , トン ボ の 幼虫 で ある ヤゴ が 高い 捕食 能力 を 持 
つこ と を 確 め た . ヤゴ は 水田 に よっ て は か な り の 高密 
度 で 生息 し て いる が , ヤゴ の 野外 で の 瑞 幼 虫 の 天敵 と 
し て の 役割 の 重要 性 に つい て は ほとん ど 解 明 さ れ て い 
な いこ れ を 明らか に する た め に は , 野外 で 実際 に ャ 
ご ゴ が 販 幼 虫 を どれ だ け 捕 食し て いる か を 明らか に する 
必要 が あり , その 方 法 と し て は ヤゴ の 消化 器 の 内 容 の 
観察 , あるいは 血清 反応 の 応用 等 が 考え られ る . し か 
L, いずれ の 方 法 で も ヤゴ が 敗 幼 虫 を 捕食 後 検出 し 得 
る 時 間 に は 限度 が ある の で GR, 未 発表 : Service, 
1973), ヤゴ が 捕食 活動 を 行う 時 刻 を 知る 必要 が あ 
る 。 


そこ で 長崎 の 水田 で 採集 さき れる タイ リク アカ ネ , ウ 
スバ キト ン ボ 及び オオ ギン ヤン マ の ヤゴ に 責 幼 虫 を 与 
えて 捕食 活動 時 刻 の 観察 を 行っ た の で これ ら の 結 困 を 
報告 する . 

材 料 と 方 法 

実験 に 使用 し た タイ リク アカ ネ Sympetrum striola- 
tum imitoides Bartenef は 1972 年 6 月 16 日 に 長崎 市 
茂木 の 水田 で , ウス バキ トン ボ Puntala flavescens 
Fabricius と オオ ギン ャ ンマ Anax guttatus Burmei- 
ster は 1973 年 8 月 30 日 に 同市 坂本 町 長崎 大 学 医学 部 
構内 の 水槽 で 採集 し た も の で ある . これ ら の ヤゴ を 1 
個体 づつ 200 mf の 水 と 20~40 POMS Rete 
直径 10cm の 腰 高 シャ ー レ に 分 け 階 段 の 踊場 に 1 R 
to, そこ は 人 工 照明 の 影響 が 全く な く 自 然 の 日 長 条件 
下 に ある 所 で ある . その 後 第 1 表 に 示す よう に , それ 
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移し , SRB SICROM Bae ARCH LOY + 
レー に 移し か える と 共に , COMMICHR S NERY タイ リク アカ ネ の ヤゴ の 1 匹 あ た り の 山 幼 虫 捕食 数 
虫 数 を 記録 し た . な お 夜間 の ヤゴ の 移し か え に は 懐 中 の 変化 を 第 1 図 に 示し た . この 図 か ら わ か る よう に , 
電灯 を 使用 し た . 一 般 に この ヤゴ の 捕食 活動 は 日 没後 に 活発 に な り , 日 
Table 1. Outline of the experiments to examine the hourly activity of the dragonfly 
larvae to feed on the mosquito larvae 
Dragonfly larvae* Mosquito larvae (4th instar) E 
i the results 
・ Body 1 th No. f No. larvae 
DENIER emt aed Species per dish*** MA 
Sympetrum striolatum imitoides 1.8 16 Aedes togoi 40 1 
7 Culex tritaentorhynchus 20 
SUMMOTOSUS 
Pantala flavescens 2.0 SS つま 2 
4 Aedes togoi 20 
Anax guttatus 2.5 4 Aedes togot 20 3 


* Each dragonfly larva was kept in a laboratory dish of 10cm diameter with 200 ml 
of water together with mosquito larvae. 


** Mean length 
*kk A dragonfly larva was replaced to a new dish with the same initial number of mos- 


quito larvae at 3 hour interval. 
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Fig. 1. Hourly changes in the number of Aedes togoi larvae fed by a Sympetrum 
striolatum imitoides larva under natural lighting. 
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Hourly changes in the numbers of Culex tritaentorhynchus summorosus and 
Aedes togoi larvae fed by a Fantala flavescens larva under natural light- 
ing. 
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Hourly changes in the number of Aedes togoi larvae fed by a Anax guttatus 
larva under natural lighting. 
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DWE SIRE PS t5 THA. 実験 開始 の 6 月 17 日 
15 時 に は 5.06 と 非常 に 高い 値 と な っ て いる の は , FE 
集 後 十分 な 餅 を 食べ て いな か っ た た め と 思わ れる . 
次 に ウス バキ トン ボ の ヤゴ の 役 幼 虫 に 対す る 捕食 数 
の 変化 を 第 2 図 に 示し た . ウス バキ トン ボ の ヤゴ の 捕 
食 活動 も タイ リク アカ ネ の 場合 と 同じ く 夜 問 活発 で 昼 
間 は 低下 し た . 捕食 活動 は トウ ゴウ ヤブ ヵ カ を 与え た 場 
Edb, コガ タ ア カイ エ カ を 与え た 場合 も ほぼ 同じ で あ 
0, し た が っ て 2 種 の 財 幼 虫 の 行動 の 違い は ヤゴ の 捕 
食 活動 に 影響 を 与え て いな いと 思わ れる . 実験 開始 直 
後 の 8 月 31 日 12 時 に トウ ゴウ ヤブ カ を 与え た も の も , 
コガ タ ア カイ エ カ を 与え た も の も 高い 値 を 示す の は , 
タイ リク アカ ネ に みみ られ た の と 同様 実験 を 始め る 前 に 
十分 餌 を と っ て いな か っ た た め と 思わ れる . 

オオ ギン ヤン マ の ヤゴ の 捕食 数 の 変化 を 第 3 図 に 示 
し た . この 種類 で は 興味 ある こと に は , 先 に 示し た タ 
イリ クア カネ と ウス バキ トン ボ の よう に は っ きり し た 
捕食 活動 の 山 は 見 られ ず 一 日 中 捕食 活動 を 続け る よう 
に 思わ れる . また この 実験 の 第 1 回目 の 観察 を 行っ た 
8 月 31 日 18 時 に 高い 値 を 示し た も の は 前 二 者 と 同じ 理 
由 に よる も の で あろ 25. | 


考 = 
Reo Bade DCE ARB, タイ リク アカ ネ と ウ 
スバ キト ン ボ の 捕食 活動 は 主 と し て 夜間 に 活発 に な る 


こと が 繰り 返し 見 られ た . し か し オオ ギン ヤン マ の マヤ 
ゴブ で は 捕食 活動 が 特定 の 時 刻 に 偏る こと は 見 られ な か 


文 


ofc, Pritchard (1965) に よれ ば , ヤン マ 科 の ヤゴ 
(LHROL CHR 17 5 DO CIEBTCOP CLE eA 
える こと が で き な い と いう . し か し , Corbet (1962) 
(に よれ ば ヤン て 科 の Aeshna cyanea, Anax imperator 
は 昼間 動か ず 夜 問 水底 を 従 個 する と いう 観察 結果 を 述 
N, これ ら の 夜間 の 行動 は 捕食 活動 と 結び が つい て いる 
と し た . し た が っ て , 夜 の 聞 は ヤン マ の ヤゴ の 視覚 を 
妨げ る 程 暗 いも の で は な い の か も し れ な い . いずれ に 
LT, 本 実験 で は オオ ギン ヤン は 昼夜 同じ よう な 
捕食 活動 を 示し た が , それ は ヤゴ と 山 幼 虫 を 小さ な 空 
間 に 一 緒 に 告 いた の で 餌 を 探し 歩く 必要 が な か っ た た 
めで , 野外 で は 昼間 は 捕食 活動 を 行わ ず に 静止 し て い 
る の で は な いか と 思わ れる . 

また 長崎 地方 の 水田 の ヤゴ の 種類 構成 で 圧倒 的 多数 
を 占め る の は トン ボ 科 で あり GAR 未 発表 ), 実験 を 
行なっ た タイ リク アカ ネ 及 び ウ スバ バキ トンボ は トン ボ 
科 に 属し , いずれ も 主として 夜間 に 捕食 を 行う こと が 
示さ れ た . 吐 の う の 人 解剖 に よっ て 表 幼 虫 を 捕食 し た こ 
と が 確認 可能 な の は 食後 1 な いし 2 時間 で ある GR, 
RIB) の で この 方 法 に よっ て 山 幼 虫 を 捕食 し て いる 


_ か 否 か を 観察 する た め に は , 昼間 ヤゴ を 採集 し て も あ 


まり 意味 が な いよ うに 思わ れる . 
稿 を 終る に あたり , bY SRO! UT Fe 


いた , 国立 予防 衛生 研究 所 , 朝比奈 正二 郎 博士 に 厚く 
BILE L EFS. 


HA 


1) Corbet, P. S. (1962): A biology of dragonflies. H. F. & G. Witherby LTD., London. 
2) Pritchard, G. (1965): Prey capture by dragonfly larvae (Odonata: Anisoptera). Can. J. 


Zool., 43, 271—289. 


3) Service, M. W. (1973) : Study of the natural predators of Aedes cantans (Meigen) using the 


precipitin test. J. Med. Ent., 10(5), 503—510. 


4) 渡辺 護 , 和田 芳 武 , 板野 一 男 , 村主 節雄 (1968): ュ ガ タ ア カイ テカ 幼 遇 の 天敵 に つい て . 衛生 動物 , 19 


(I), 35-38, 


